枠の設定（表として）
［表のプロパティ］

［表］

サイズ――

幅を指定する：チェックを外す
配置――

中央揃え

文字列の折り返し――

なし
［オプション］

セル内の配置――
上：0mm，左：2mm
下：0mm，右：2mm
セルの間隔――

セルの間隔を指定する：チェックを外す

オプション――
自動的にセルのサイズを変更する：チェックを外す

［行］

サイズ――

行1:

高さを指定する：チェックを外す

［列］

サイズ――

列1:

幅を指定する：チェックを入れる，170mm
［セル］
サイズ――
幅を指定する：チェックを入れる，170mm

垂直方向の配置――

上揃え
※枠が2ページにわたり表を2行に分割した場合も，設定は同じ．ただし，ページ間の横線を削除する．

枠内の段落設定

章タイトルの行（ex. 8章　化学的侵食）

全般――
配置：中央揃え

インデント――

左のインデント幅：0字，右のインデント幅：0字，最初の行：（なし）
1行の文字数を指定時に右のインデント幅を自動調整する：チェックを入れる
間隔――

段落前：2.5行，段落後：0.5行，行間：固定値，間隔：18.55pt
1ページの行数を指定時に文字を行グリッド線に合わせる：チェックを入れる
節タイトルの行（ex. 8.1　総　　則）
全般――

配置：両端揃え

インデント――

左のインデント幅：0字，右のインデント幅：0字，最初の行：（なし）

1行の文字数を指定時に右のインデント幅を自動調整する：チェックを入れる
間隔――

段落前：1.0行，段落後：0.5行，行間：固定値，間隔：18.55pt

1ページの行数を指定時に文字を行グリッド線に合わせる：チェックを入れる
項タイトルの行（ex. 8.2.1　計画策定の基本）

全般――

配置：両端揃え

インデント――

左のインデント幅：0字，右のインデント幅：0字，最初の行：字下げ，幅：1字

1行の文字数を指定時に右のインデント幅を自動調整する：チェックを入れる
間隔――

段落前：1.0行，段落後：0.5行，行間：固定値，間隔：18.55pt

1ページの行数を指定時に文字を行グリッド線に合わせる：チェックを入れる
項の下のレベルの行（ex. 8.3.2.2　初期点検）
＜項タイトルの行と同じ＞

条文の行（ただし，最終行を含む段落を除く）
全般――

配置：両端揃え

インデント――

左のインデント幅：0字，右のインデント幅：0字，最初の行：（なし）

1行の文字数を指定時に右のインデント幅を自動調整する：チェックを入れる
間隔――

段落前：0行，段落後：0行，行間：固定値，間隔：18.55pt

1ページの行数を指定時に文字を行グリッド線に合わせる：チェックを入れる

条文の行（最終行を含む段落のみ）

全般――

配置：両端揃え

インデント――

左のインデント幅：0字，右のインデント幅：0字，最初の行：（なし）

1行の文字数を指定時に右のインデント幅を自動調整する：チェックを入れる
間隔――

段落前：0行，段落後：0.5行，行間：固定値，間隔：18.55pt

1ページの行数を指定時に文字を行グリッド線に合わせる：チェックを入れる
枠内の文字の書式

	11.3.2　点　　検

11.3.2.1　一　　般
　すりへりを受ける構造物の点検では，構造物の維持管理計画に基づき，初期点検，日常点検および定期点検を適切に実施するものとする．点検の実施にあたっては，標準調査の項目と方法，頻度および範囲を適切に定めなければならない．また，各点検において，必要に応じて詳細調査を実施するものとする．


条文が単一の文章の場合，段落の最初に１文字の空白．

	11.3.2.2　初期点検

（１）初期点検では，新設構造物，既設構造物，大規模な補修，補強後の構造物にそれぞれに適した標準調査の項目を選択する．

（２）維持管理計画で定めた標準調査において，劣化予測，評価および判定が困難な場合には，詳細調査を実施する．


条文が項目で分割されている場合，「全角明朝の（」＋「全角ゴシックの数字」＋「全角明朝の）」の次に文章を書きだす．（注：「全角明朝の（」の前あるいは「全角明朝の）」の後ろに半角スペースを入れない．）
	8.3.3.2　化学的侵食の進行予測

（１）化学的侵食の進行予測は，コンクリート保護層およびコンクリートの品質ならびに構造物が供用される環境条件の影響を適切に考慮して行うものとする．

（２）化学的侵食の進行予測は，以下のいずれかの方法を用いてよい．

① 点検結果を用いる方法

	② 促進試験による方法

③ 劣化因子の反応や環境との境界における移動を考慮した数値解析による方法


条文の中に，列挙のような項目が含まれる場合，＜左インデント3字＞＋「丸数字」＋「半角スペース」の次に列挙の内容を書き出す．
枠外の段落設定

解説文の行（最初の段落，すなわち枠の真下の行を含む段落）

全般――

配置：両端揃え

インデント――

左のインデント幅：0字，右のインデント幅：0字，最初の行：（なし）

1行の文字数を指定時に右のインデント幅を自動調整する：チェックを入れる
間隔――

段落前：0.5行，段落後：0行，行間：1行
1ページの行数を指定時に文字を行グリッド線に合わせる：チェックを入れる

解説文の行（上記以外の段落）
全般――

配置：両端揃え

インデント――

左のインデント幅：0字，右のインデント幅：0字，最初の行：（なし）

1行の文字数を指定時に右のインデント幅を自動調整する：チェックを入れる
間隔――

段落前：0行，段落後：0行，行間：1行
1ページの行数を指定時に文字を行グリッド線に合わせる：チェックを入れる

※ただし，解説文の最後の段落（枠の真上の段落）では，段落後に1行の空白行を入れる．空白行の段落設定は，上に同じ．
